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ま
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
彼
ら
は

「
新
し
く
誕
生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の

王
は
ど
こ
に
お
ら
れ
ま
す
か
」
と

ヘ
ロ
デ
王
に
尋
ね
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
？
と
、
不
思
議
に
思
え
て

き
た
の
で
す
。（
ヘ
ロ
デ
に
聞
い

た
と
こ
ろ
で
、「
何
？
新
し
い
王

だ
と
！
そ
い
つ
を
生
か
し
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
彼
が
快

く
思
う
は
ず
も
な
い
こ
と
ぐ
ら
い

分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

昨
年
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
関

西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
運
営
委
員
に

招
か
れ
ま
し
た
、
日
本
基
督
教
団

宇
治
教
会
牧
師
の
早
瀬
和
人
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。自

宅
か
ら
自
転
車
で
約
10
数
分

の
と
こ
ろ
に
「
詩
人
尹
東
柱
・
記

憶
と
和
解
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

天
ケ
瀬
ダ
ム
下
流
の
白
虹
橋
た
も

と
で
す
。（
も
は
や
日
本
の
生
活

は
危
険
が
多
す
ぎ
る
か
ら
帰
国

す
る
）
と
決
意
し
た
尹
東
柱
は
、

１
９
４
３
年
６
月
頃（
？
）、
同
志

社
大
学
の
学
友
た
ち
と
思
い
出
作

り
の
た
め
宇
治
川
へ
ハ
イ
キ
ン
グ

に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
束
の

間
の
平
和
を
日
韓
の
学
生
た
ち
は

過
ご
し
た
の
で
す
。
そ
の
直
後
の

７
月
、
彼
は
ハ
ン
グ
ル
で
詩
作
を

し
民
族
独
立
運
動
を
扇
動
し
た
と

し
て
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に
。
日
本
の
戦

争
責
任
を
受
け
止
め
平
和
を
造
り

出
そ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
い
出
来
事
と
し

て
心
に
刻
む
た
め
、
私
は
定
期
的

に
こ
の
詩
碑
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
、
マ
タ
イ
福
音
書
の

ク
リ
ス
マ
ス
物
語
を
読
ん
で
い
ま

し
た
。
東
方
の
学
者
た
ち
が
救
い

主
誕
生
を
予
告
す
る
星
を
発
見

し
、
エ
ル
サ
レ
ム
ま
で
や
っ
て
来

の
風
に
吹
か
れ
て
生
き
る
私
た
ち

は
（
ど
こ
を
目
指
し
た
ら
救
い
に

通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
）
と
、
東
方

の
学
者
ら
が
導
か
れ
た
ご
と
く
に

星
の
導
き
を
求
め
る
も
の
。
で
も

日
常
生
活
の
た
だ
中
で
私
た
ち
多

く
の
国
民
は
、
権
力
者
の
横
暴
に

振
り
回
さ
れ
、
無
意
識
の
う
ち
に

長
い
も
の
に
巻
か
れ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
は
、
マ

タ
イ
福
音
書
の
ク
リ
ス
マ
ス
物
語

に
学
び
た
い
。幼
子
を
拝
ん
だ
後
、

学
者
た
ち
は〝
夢
〟を
み
ま
す
。（
長

い
も
の
に
巻
か
れ
た
ら
ア
カ
ン
。

そ
こ
に
は
平
和
は
な
い
）
と
告
げ

る
夢
を
。
神
様
は
東
方
の
学
者
ら

に
、
夢
を
通
し
て
、
ヘ
ロ
デ
へ
の

道
で
は
な
く
「
別
の
道
」
を
選
ぶ

こ
と
を
得
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。

「
天
皇
代
替
わ
り
」
の
時
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
、
長
い
も
の
に
巻
き
こ

も
う
と
す
る
国
家
権
力
―
―
。
そ

ん
な
権
力
者
の
思
う
壺
に
は
ま
っ

て
な
る
も
の
か
！
そ
の
た
め
に
も

「
空
と
風
と
星
と
夢
」
を
大
事
に

し
な
け
れ
ば
、
と
言
い
聞
か
せ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

最
後
に
、
宇
治
川
の
尹
東
柱
記

念
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
一
篇
の
詩

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
新
し
い
道
〉

小
川
を
渡
っ
て
森
へ

峠
を
越
え
て
村
へ

昨
日
も
行
き　

今
日
も
行
く

私
の
道
、
新
し
い
道

（
中
略
）

私
の
道
は
い
つ
も
新
し
い
道

今
日
も
…　

明
日
も
…

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、〝
新

し
い
道
〟
を
見
い
出
せ
る
よ
う
に

…
、「
別
の
道
」
を
選
択
し
て
行

く
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

…
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
日
本
基
督
教
団
宇
治
教
会
牧
師
）

権
力
者
に
指
示
を
仰
い
だ
っ
て
ア

カ
ン
の
や
で
！
）
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し

つ
つ
も
、
も
し
か
し
た
ら
福
音
書

著
者
は
、
学
者
ら
の
〝
失
敗
話
〟

を
記
録
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
学
者
ら
は
、
新
し
い
王
の

誕
生
を
権
力
者
に
尋
ね
て
し
ま
う

と
い
う
、
無
頓
着
で
ど
こ
か
権
力

者
に
対
し
従
順
な
性
格
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
見
つ
か
っ
た
ら
知
ら
せ
て

く
れ
」
と
の
ヘ
ロ
デ
の
言
葉
に
送

り
出
さ
れ
ま
す
。し
か
し
神
様
は
、

そ
ん
な
彼
ら
を
そ
の
ま
ま
に
は
し

て
お
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
尹
東
柱
の
詩
集

に
「
空
と
風
と
星
と
詩
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
も
じ
っ

て
、
あ
る
日
の
礼
拝
で
『
空
と
風

と
星
と
夢
』
と
い
う
説
教
を
し
ま

し
た
。空
＝
天
＝
神
の
も
と
か
ら
、

風
＝
聖
霊
が
吹
い
て
く
る
。
聖
霊

「
空
と
風
と
星
と
夢
」
を
大
切
に
し
た
い
…�
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関
西
運
営
委
員
　
　
　
　 

　

�

早
瀬
　
和
人
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Ⅲ　関西セミナーハウス活動センター２０１９年度事業計画
複雑に錯綜する現代社会の問題と取り組むには、宗
教的信仰だけでは足りない。一方において、事柄の専
門家と共に学際的な理解を深め、自らの判断力を形成
する必要がある。他方、究極的な土台と価値判断基準
を確立するために、宗教や倫理を深く学ぶことも欠か
せない。この両面から、現代日本において自立的市民
を育て支援するために啓発的教養フォーラムとセミ
ナーを提供する。同時に、地域と社会に開かれた事業
として、エキュメニカルな対話の場と機会にしたい。
１．修学院フォーラム「社会」においては、昨年度ま
での「宗教と戦争」を発展的に継承し、シリーズ「平
和を考える」を開く。継続テーマの「エネルギーを
考える」の第８回では、原発を克服する困難と、希
望について考える。
２．修学院フォーラム「福祉」においては、DVと虐待、
家族について考える。

３．修学院フォーラム「いのち」においては、たばこ
と人生、ゲノム編集は何を可能にするか、老いの日
の生き方ついて考える。
４．開発教育セミナーにおいては、人権・平和・環境
などの地球的課題を参加型学習で学び、私たちの社
会のありようを考える。
５．これらに加え、お茶と俳句を楽しみつつ聖書の言
葉を味わう会、紅葉の美しい季節に関西セミナーハ
ウスの景観を背景に、お茶とお箏、器楽演奏を楽し
むもみじまつりを催す。

フォーラム事業

修学院フォーラム
社会

第1回
＜平和を考える－１＞
ボンヘッファーの平和倫理
講師　山崎和明（四国学院大学名誉教授）

4 月 20 日（ 土 ）

第2回
＜平和を考える－２＞
憲法９条と自衛隊―両立か対立か
講師　松竹伸幸（かもがわ出版編集主幹）

7 月 27 日（ 土 ）

第3回

＜平和を考える－３＞
憲法９条もアメリカも日本を守ってくれ
ない（仮）
講師　伊勢崎賢治（東京外国語大学大学院教授）

8 月 31 日（ 土 ）

第4回
エネルギーを考える第８回
なぜ原発を越えられないのか（仮）
講師　交渉中

2020 年 1 月
12日（日）〜13日

（月、祝）

第5回
キリスト教と政治的課題（仮）
講師　佐藤 優（作家、元外務主任分析官・
同志社大学神学部客員教授）

2020年2月8日（土）

修学院フォーラム 
福祉

第1回
子ども・女性・若者の「貧困」（仮）
講師　荘保共子（特定非営利活動法人 こ
どもの里理事長）　京都 YWCA と共催

6 月 29 日（ 土 ）

第2回
「福音家族」について（仮）

講師　晴佐久昌英（カトリック上野教会・
浅草教会主任司祭、「福音家族」主宰）

2020年2月22日（土）

修学院フォーラム 
いのち

第1回

＜老いの日をいかに生き、支えるか－３＞
在宅での看取り（仮）
講師　岡山容子（おかやま在宅クリニッ
ク院長、医学博士）

6 月 29 日（ 土 ）

第2回

ゲノム編集の何が問題か（仮）
講師　中山潤一（基礎生物学研究所 クロ
マチン制御研究部門教授）
土井健司（関西学院大学神学部教授）

6 月 29 日（ 土 ）

第3回
タバコの常識・ウソほんと〜禁煙はここ
まで変わった！
講師　高橋裕子（医師）

日 時 未 定

研修・セミナー ･ 体験交流事業

開発教育セミナー

第1回

開発教育入門セミナー
「ワークショップを体験しよう！～難民・

フェアトレード」
講師：関西セミナーハウス活動センター開
発教育研究会　共催　京都市国際交流協会

6 月 23 日（ 日 ）

第2回

パレスチナ問題はなぜ解決しないのか？
～その始まりとこれからを考える～
講師　役重善洋（パレスチナの平和を考
える会）

7 月 20 日（ 土 ）
～ 21 日（日）

第3回

多様性が生きる社会～人権としての言語
から考える～
講師 木村護郞クリストフ（上智大学外国
語学部ドイツ語学科教授）

9 月 7 日（土）～
8 日（日）

第4回 忘却を乗り越える～足尾鉱毒問題とフクシマ
講師　菅井益郎（渡良瀬川研究会代表）

10 月 26 日（ 土 ）
～ 27 日（日）

第5回
在日コリアンの歴史から学び、未来を考
える〈フィールドワーク予定〉
講師 水野直樹（京都大学名誉教授）

11 月 30 日（ 土 ）
～ 12 月 1 日（日）

第6回

“ その日暮らし ” の経済から考える私たち
の社会 
～香港の地下経済と日本の未来～
講師　小川さやか（立命館大学大学院先
端総合学術研究科准教授）

12 月 14 日（ 土 ）
～ 15 日（日）

フォーラム事業

関東フォーラム
今日的課題　Ⅰ

第1回
子どもの貧困と教会の役割　子ども食堂
の取り組みから」講師・大久保正禎（王
子教会牧師）他

5 月 24 日（ 金 ）

第2回
「フェイク・ニュースと情報リテラシー」

講師 未定 日 時 未 定

第3回「閉塞した社会と若者たちの生きづらさ」
講師 未定 日 時 未 定

今日的課題　Ⅰ

全3回

第1回
第2回
第3回

「ジャーナリストから見た現代社会の状
況と課題」
講師　菅原伸郎（元朝日新聞記者）
講師　佐々木宏人（元毎日新聞記者）
講師　川畑泰（Japan Times 記者）

 7  月 12 日（ 金 ）
10 月 11 日（ 金 ）
2020 年 2 月7日（金）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅰ 全7回

「日本キリスト教史を読む　Ⅲ　昭和篇」
由木康、赤岩栄、木俣敏、鈴木正久、北
森嘉蔵、井上良雄、隅谷三喜男
講師  戒能信生（千代田教会牧師）

第1回 5月 9日（木）
第2回 6月13日（木）
第3回 7月11日（木）
第4回 9月12日（木）
第5回10月10日（木）
第6回11月14日（木）
第7回12月12日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅱ

柏木義円公開講演会「柏木義円と親鸞」
講師　市川浩史（群馬県立女子大教授）
柏木義円研究会との共催

11 月 9 日（ 土 ）

研修・セミナー・体験交流事業

聖書を読む講座 全10回

新しい聖書の学び「マルコ福音書をじっ
くりと読む」Ⅱ
講師 山口里子（日本フェミニスト神学・
宣教センター共同ディレクター）

第 1回 4 月 9日（火）
第2回 5月14日（火）
第 3回 6 月11日（火）
第 4 回 7 月 9日（火）
第5回 9 月10日（火）
第6回10月 8日（火）
第7回11月12日（火）
第8回12月10日（火）
第 9回 1月14日（火）
第10回 2月 4日（火）

話し方ワーク
ショップ 全10回

「礼拝の言葉を豊かに」話し方ワーク
ショップ（ステップ・アップ講座、初心
者も可）
講師　友野富美子 （経堂緑岡教会副牧師、
元声優）

第1回 5 月13日（月）
第 2回 6 月10日（月）
第 3 回 7 月 8日（月）
第 4回 9 月10日（月）
第5回10月21日（月）
第 6回11月11日（月）
第7回12 月 9日（月）
第 8回 1月20日（月）
第 9回 2 月10日（月）
第10回 3月10日（月）

神学生交流プロ
グラム

第１１回神学生交流プログラム
校長　神田健次（関西学院大学名誉教授）
講師  未定

2020 年 3 月
14 日～ 16 日

神学生交流プログ
ラム・リユニオン

第１回～第１０回の参加者に呼びかけて
関西セミナーハウスを会場に実施予定 日 時 未 定
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公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーは、
２０１９年度の事業計画に関する基本方針を次の通り定
める。

Ⅰ　事業計画基本方針
当財団は、２０１９年度において、以下の基本方針
を掲げ、事業を推進する。

１．財団事業の展開
定款に定められた当財団の目的に添って、キリスト
教精神に基づき、立場の相違を越えた対話（はなしあ
い）を通し、自由、平等、正義、平和に基づく社会の
実現に寄与する事業を活発に展開する。

２．事業の推進
１）公益目的事業
（１）東・西活動センター
①現行のフォーラム事業及び研修・セミナー・体験交
流事業を継続、発展させる。
②参加者同士の対話中心の宿泊プログラムを拡充す
る。
③アカデミー運動の目的に従って今日的な社会の課題
に対する認識を深め、それにふさわしい新規プログ
ラムの開発に取り組む。
④得られた成果を機関紙による広報を超え、広く社会
に発信する。基幹プログラムの成果は出版物として
発行などし、知の蓄積を行う。
⑤キリスト教精神に基づくものではあるが、未だに社
会の共通認識を形成していない幅広い課題をプログ
ラム化し、もってキリスト教系メディア、一般メディ
アの関心を高め、啓発活動を活発化する。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、公益目的事業での
さらなる活用をはかる。また、当財団の目的達成に
資する諸団体が行う公益目的事業を支援するため、
宿泊研修施設を諸団体、教育機関・学会・研究会活
動等の使用に供する。
②リピート使用者の丁寧なフォローおよび新規使用者
の開拓などに取り組み、使用率の向上及び収支の改
善を図る。
③効率的な運営をはかり、公益活動への貢献度を高め
る。

（３）広報活動
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等
の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・決
算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告する。
同時に、東・西活動センターおよび関西セミナーハウ
スの活動状況については、ホームページ等によって積
極的な情報発信を継続する。
２）収益事業
（１）関西セミナーハウス
公益目的使用外の一般利用者、企業等への宿泊研修
施設の貸出しを行い、その収益は原則として、公益活
動への貢献、施設の補修、維持、向上等に資する。
（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、その収
益を公益活動に資する。

３．運営推進体制の安定化
公益目的事業の運営推進に当たっては、まずそれを
可能とする財政の健全化を進める。継続的な事業に関
しては明確な方向性と予算計画を持ち、プログラム毎
の収支の整合化を原則とする。新規プログラムについ
ても、必要財源を確保し、活動の安定的展開を目指す。

４．賛助会員、寄附金の拡充
公益目的事業、広報活動等を積極的に展開して、ア
カデミーの理念の理解、浸透につとめ、アカデミー運
動を支えようとする賛助会員及び寄附金の拡充を図
る。

Ⅱ　関東活動センター２０１9年度事業計画
２０１９年度の関東活動センターは、日本クリス
チャン・アカデミーの理念に基づき、以下のような諸
プログラムを計画する。
１．「今日的課題」Ⅰとして、子どもの貧困をめぐる
現実、いじめ、不登校、引き籠もりに追いやられて
いる若者たちの現状、情報過多の時代の諸ツールや
フェイク・ニュースの問題、さらに現在の安倍政権
の憲法改正に向けての動向などの諸課題を取り上げ
る。その際、マイノリティーセンター、YMCA同盟、
早稲田奉仕園、東京戦争を許さないキリスト者の会
などとの共催プログラム実現の可能性を探る。
２．「今日的課題」Ⅱとして、２０１７年度と
２０１８年度に実施してきた「編集者にその本音
を聞く」シリーズを、「ジャーナリストから見た現
代日本の状況と課題」に模様替えをして継続する。
ジャーナリストのOB、現役のジャーナリストを招
いて、キリスト教会館近くのカフェを会場に開催す
る。
３．「宗教対話」Ⅰとして、昨年度に引き続き「日本
キリスト教史を読む」シリーズを継続する。今年
度は「昭和篇（第三世代）」として、昭和期に活躍
したキリスト者たちの足跡を追い、この国のキリ
スト教の歩みを跡づける。なお、このシリーズは
２０１７年度から継続されており、今年度で一応完
結する予定。またこの連続講座の参加者に呼びかけ
て、大正・昭和期に設立された幾つかの教会を訪ね
てその歴史を学び、また施設を見学するオプショナ
ル ･ツアーを計画している。
４．「宗教対話」Ⅱは、昨年に引き続き柏木義円の現
代的意義を問う公開講演会を柏木義円研究会との共
催プログラムとして実施する。
５．聖書を読むシリーズでは、フェミニズムやポスト・
コロニアル、性的マイノリティーの視点などからの
聖書の読み直し、あるいは今日的視点からの聖書の
読み方を探ることを目的としている。
６．体験プログラムとして、昨年に引き続き「礼拝の
言葉を豊かに」というテーマで、話し方ワークショッ
プを月に一度のペースで開催する。礼拝の司式や聖
書朗読、詩編交読、説教などの発声・発語の訓練を
行う。
７．各神学校の枠を超えた神学生たちの交流を目
的とした「神学生交流プログラム」については、
２０１９年度も各神学校の参画、賛助を得て、第
１１回プログラムを実施する。また第１回から第
１０回までの講師の講演を編集し、新教出版社から
報告書を出版することを計画している。なお、この
神学生交流プラグラムの第１回から校長として協力
して頂いた関田寛雄氏を囲む元参加者によるリユ
ニオンも計画している。第１０回までの参加者約
１５０名（その多くは現在各地の教会に仕える牧
師・伝道者として働いている）に呼びかけて、関西
セミナーハウスを会場に一泊二日で実施する予定で
ある。なお、１１回以降は、校長が交代し新たに神
田健次氏（関西学院大学名誉教授）にお願いするこ
とになっている。

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー
２０１9 年度事業計画
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Ⅳ　関西セミナーハウス２０１９年度事業計画

２０１９年度の関西セミナーハウス事業計画は、以
下の通りである。
１．運営方針
１）関西セミナーハウスは、本法人の基本方針に従
い、公益事業への貢献、収益事業での成果を求め
る運営を図る。
２）課題である組織的運営体制の整備、システム化、
業務効率化、専門的業務の支援体制の充実、職員
スタッフの育成などを推進する。
３）関西セミナーハウスは、減価償却費を含めた収
支均衡を目指す。
４）関西セミナーハウスの設備投資は、別途定める
長期的な設備投資計画に基づき、実行する。その
ために今年度より「大規模改修積立」を開始する。
５）２０１９年度は、関西セミナーハウス会計の減

価償却引当金の範囲内で優先順位を定め、実行す
る。
６）財団本部の方針である「財政健全化計画」に対
処する。

２．予算編成作業実施にあたっての留意点
１）会計単位別の収支予算書に加え、関西セミナー
ハウスについては損益計算書を作成する。
２）人的費用は、職員だけではなく、顧問、嘱託、パー
トタイマー及び臨時雇用員までの全ての費用を把
握し、予算に計上する。やむを得ない欠員補充を
行うが、職員、臨時雇用員を含め、要員の増員は
行わないこととする。
３）関西セミナーハウスは、公益目的事業、収益事
業別の施設使用計画を作成する。

３．主な数値目標
１）収入計画（P&Lベース）

売上高	 　114,115,000 円
営業利益	 　　 3,300,000 円

２）設備投資計画
当年度予算　 10,570,000 円
主な案件	 ・井戸ポンプ取り換え工事
		  ・スマートフォン検索システム構築
		  ・予約システム関連

３）宿泊者目標
上半期	 4,550 名（前年度比 113.9%）
下半期	 4,050 名（前年予測比 103.2%）
年間	 8,600 名（前年度予測比 108.6%）

４）年度期首要員　14名

収支予算書（損益計算方式）
（2019 年 4月 1日～ 2020 年 3月 31日まで）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
（単位 : 円）

科　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基 本 財 産 運 用 益 1,200 1,200 0

特 定 資 産 運 用 益 25,520 18,550 6,970

受 　 取 　 会 　 費 1,250,000 1,500,000 △ 250,000

事 　 業 　 収 　 益 139,839,708 146,597,869 △ 6,758,161

受   取   寄   付   金 3,400,000 3,600,000 △ 200,000

雑 　 　 収 　 　 益 90,530 127,570 △ 37,040

経常収益計 144,606,958 151,845,189 △ 7,238,231

（２）経常費用

事 業 費 136,496,942 144,839,762 △ 8,342,820

管 理 費 5,079,918 3,576,500 1,503,418

経常費用計 141,576,860 148,416,262 △ 6,839,402

当期経常増減額 3,030,098 3,428,927 △ 398,829

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 3,030,098 3,428,927 △ 398,829

お茶のこころと
宗教のこころ 全8回

聖書をいっしょに読みましょう 2019
座長　榎本 栄次（日本基督教団牧師、関
西セミナーハウス活動センター所長代
行）

① 4 月 8 日（月）
② 5 月 13 日（月）
③ 6 月 3 日（月）
④ 7 月 1 日（月）
⑤ 9 月 2 日（月）
⑥ 10 月 7 日（月）
⑦ 11 月 11 日（月）
⑧ 12 月 2 日（月）

もみじまつり
茶席、邦楽、美術展示、音楽演奏
関西セミナーハウスと共催 11月23日（土、祝））
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課
題
や
特
徴
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
実
際
に

交
流
を
し
て
い
く
中
で
今
ま
で
の

認
識
が
改
め
ら
れ
た
り
、
新
た
な

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
講

演
で
は
各
教
派
で
の
伝
道
の
課
題

は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
教
会
数
、
教
会
員
数
、

献
金
額
、
受
洗
者
数
は
共
通
し
て

減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
教
会
は
今
ま

で
の
伝
道
を
見
直
す
必
要
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
教
会
の
働
き
を
担
っ

て
い
く
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い
の

中
で
、
私
自
身
が
気
付
か
さ
れ
た

の
が
、「
対
話
」
と
「
連
帯
」
の

必
要
性
で
し
た
。教
派
を
超
え
て
、

対
話
に
開
か
れ
た
関
係
を
築
い
て

い
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
対
話
の

中
で
お
互
い
の
課
題
を
共
有
し
、

協
力
し
合
え
る
部
分
に
お
い
て
連

帯
し
て
い
く
こ
と
。
同
じ
キ
リ
ス

ト
を
告
白
す
る
も
の
と
し
て
、
こ

の
「
対
話
」
と
「
連
帯
」
に
開
か

れ
た
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
伝
道
の
た
め
に

そ
し
て
教
会
の
た
め
に
最
も
必
要

な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

わ
さ
れ
ま
し
た
。

�

黒
川
め
ぐ
み　

�

（
東
京
基
督
教
大
学
）

戒
能
先
生
の
２
回
に
わ
た
る
講

演
の
第
１
回
で
は
、
先
生
の
生
い

立
ち
か
ら
こ
れ
ま
で
の
お
働
き
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
第
２

回
で
は
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
の
歴
史
を
宣
教
の
視
点
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
、
世
俗
化
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
教
会
に
比
べ
、
日
本
の

教
会
は
圧
倒
的
少
数
派
で
、
社
会

の
秩
序
と
は
異
な
る
考
え
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
初
代
教
会
に

似
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
お
話

し
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
社
会
に
お

い
て
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
立
て
ら

れ
て
い
る
使
命
を
全
う
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
自
覚
す

る
時
と
な
り
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
し
て

私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
と
異

な
る
考
え
を
持
つ
相
手
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
の
大
切
さ
と
、

異
な
る
中
で
も
、
私
た
ち
の
中
心

に
イ
エ
ス
様
が
い
て
く
だ
さ
る
限

り
、
イ
エ
ス
様
に
お
い
て
私
た
ち

は
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
会
が
教
派
を
超
え
て
一
つ
と

な
り
、
こ
の
社
会
に
お
い
て
イ
エ

ス
様
の
働
き
を
行
い
続
け
て
い
く

た
め
に
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
、
ま

た
行
動
し
続
け
て
い
こ
う
と
思
わ

さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ

り
、
見
え
る
と
こ
ろ
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
13
〜
15
日
、
神
学
生
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
団
、
教
派
を
超
え
て
そ
れ
ぞ
れ

の
神
学
校
か
ら
神
学
生
が
集
ま
る

こ
の
２
泊
３
日
の
間
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
基
本
的
に
神
学
生
た
ち
が
主

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
９
回
ま
で
の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め

て
こ
ら
れ
た
戒
能
先
生
が
今
年
は

自
ら
講
師
と
な
り
、
初
日
の
講
演

で
は
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
歩
み
を

語
ら
れ
、
２
日
目
に
は
、
現
代
日

本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
推
移
な

ど
、
こ
れ
か
ら
現
場
に
遣
わ
さ
れ

よ
う
と
す
る
神
学
生
た
ち
に
向
け

て
現
実
的
な
お
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
普
段
の
教
会
生

活
や
神
学
校
の
学
び
の
な
か
で
は

な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
よ
う
な

出
会
い
や
新
し
い
発
見
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
は
違
い
が
あ
り
、
そ

の
違
い
も
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
主
に
あ
っ
て

ひ
と
つ
に
繋
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
共
通
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

報
告
：
丹
羽
真
理
恵
（
弓
町
本

郷
教
会
伝
道
師
）

参
加
者
の
感
想
よ
り（
一
部
抜
粋
）

�

川
久
保
拓
也　

�

（
西
南
学
院
大
学
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
中

で
、
多
く
の
参
加
神
学
生
た
ち
と

そ
れ
ぞ
れ
の
教
派
や
神
学
校
で
の

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
８
年
度

 

「
第
10
回　

神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

講
師
：
日
本
基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師　

戒
能
　
信
生
さ
ん

校
長
： 

日
本
基
督
教
団
神
奈
川
教
区
巡
回
牧
師　

関
田
　
寛
雄
さ
ん

２
０
１
９
年
３
月
１
３
日（
水
）～
１
５
日（
金
）

会
場
：
イ
エ
ズ
ス
会
鎌
倉
黙
想
の
家
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亘
っ
て
環
境
を
汚
染
し
続
け
る
と

言
わ
れ
、
主
だ
っ
た
国
で
は
お
荷

物
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
日
本

で
は
未
だ
に
こ
れ
に
依
存
す
る
政

策
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な

の
か
を
考
え
よ
う
と
し
て
、
地
球

物
理
学
の
専
門
家
の
竹
本
修
三
さ

ん
に
、
地
震
国
日
本
で
原
発
は
安

全
で
あ
り
得
る
か
を
語
っ
て
頂
い

た
。彼

に
よ
れ
ば
、
日
本
は
、
世
界

で
も
有
数
の
地
殻
活
動
が
活
発
な

地
域
に
あ
り
、
世
界
で
起
こ
っ
て

い
る
地
震
の
ほ
ぼ
１
／
10
の
地
震

が
日
本
及
び
そ
の
周
辺
で
発
生
し

て
い
る
。
そ
の
地
殻
活
動
が
活
発

な
日
本
列
島
に
50
基
あ
ま
り
の
原

発
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
異
常
な

こ
と
で
あ
る
。
１
９
９
５
年
１
月

17
日
に
発
生
し
、
６
０
０
０
名
を

越
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
Ｍ
7.3
の

兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
い
て
、
震

源
の
ご
く
近
く
に
設
置
し
て
あ
っ

た
信
頼
性
の
極
め
て
高
い
レ
ー

ザ
ー
伸
縮
計
も
、
そ
の
前
兆
的
ひ

ず
み
変
化
を
全
く
観
測
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
故
に
現
在
の
技
術

で
は
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
を
予
知

す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
の
日
本
で
、
原
発

の
安
全
性
を
地
震
に
対
し
て
保
証

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
地
震
が
無
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
早
々
と
脱
原
発
を
決
め

た
。
な
ぜ
そ
れ
が
出
来
た
の
か
を

木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
さ
ん
に

語
っ
て
頂
い
た
。　

彼
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
６
年
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃

で
あ
っ
た
。
そ
の
放
射
線
汚
染
は

ド
イ
ツ
に
ま
で
及
び
、
原
発
に
依

存
で
き
な
い
と
の
思
い
を
ド
イ
ツ

人
に
与
え
た
。
２
０
１
１
年
の
フ

ク
シ
マ
の
原
発
事
故
は
、
そ
の
思

い
を
強
め
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、

倫
理
委
員
会
の
勧
告
に
従
い
、
直

ち
に
脱
原
発
を
政
策
と
し
て
打
ち

出
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
ナ
チ
ス
時
代

に
権
威
に
盲
従
し
、
暴
走
を
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
が

あ
っ
た
。
直
接
的
に
は
、
倫
理
委

員
会
が
出
し
た
脱
原
発
へ
の
勧
告

が
大
き
な
力
に
な
っ
た
。
倫
理
委

員
会
の
役
割
は
、
科
学
的
事
実
や

証
拠
だ
け
で
は
結
論
の
出
せ
な
い

事
態
に
対
し
て
、
社
会
的
意
思
決

定
に
よ
っ
て
科
学
技
術
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
あ
る
。
倫
理

委
員
会
に
は
、
教
会
の
代
表
も
参

加
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
福
音

主
義
教
会
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

も
、
以
前
か
ら
環
境
問
題
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
議
論
し
、
対
話
の

場
を
提
供
し
、
政
治
経
済
的
利
害

や
技
術
論
で
な
い
視
点
を
提
供
し

て
き
た
。
こ
れ
が
、
倫
理
委
員
会

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
れ
ら
の
発
題
に
続
き
、
木
原

壮
林
氏
が
、
原
発
は
地
震
が
無
く

て
も
、
人
の
手
に
負
え
な
い
危
険

な
設
備
で
あ
る
こ
と
を
、
例
を
挙

げ
て
語
り
、
山
本
茂
氏
が
、
使
用

済
み
核
燃
料
か
ら
出
る
核
廃
棄
物

と
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
処
理
・

処
分
は
行
き
詰
ま
ら
ざ
る
を
得

ず
、
こ
れ
以
上
核
廃
棄
物
を
増
や

さ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。

参
加
者
は
20
名
程
度
で
多
く
な

か
っ
た
が
、
第
１
回
か
ら
続
け
て

参
加
し
て
き
た
人
も
多
く
、
原
発

問
題
を
複
眼
的
に
、
広
い
視
点
か

ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。全

体
を
通
し
て
、木
村
さ
ん
が
、

ド
イ
ツ
に
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
い

う
と
ん
で
も
な
い
過
ち
を
犯
し
て

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
共
通
の
認

識
が
生
き
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
に
は
そ
う
し
た
共
通
の
認
識
が

欠
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ

で
は
過
ち
の
体
験
を
若
い
世
代
に

継
承
さ
せ
て
い
く
努
力
を
怠
ら
な

い
の
に
対
し
、
日
本
で
は
そ
う
し

た
努
力
が
希
薄
で
あ
る
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
８
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
（「
社
会
」
第
６
回
）

　

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
」  

第
７
回

 

「
地
震
国
日
本
で
原
発
は
安
全
で
あ
り
得
る
か
？

  

な
ぜ
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
踏
み
切
れ
な
い
の
か
？
」

	

発
題 

「
日
本
の
原
発
と
地
震
・
津
波
・
火
山
」�

�
京
都
大
学
名
誉
教
授　

竹
本
　
修
三
さ
ん

	

　
　

 

「
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
思
想
と
実
践
」

�

上
智
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
科
教
授　

木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
さ
ん

２
０
１
９
年
１
月
１
３
日（
日
）～
１
４
日（
月
、
祝
）

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
は
、
は
な
し

あ
い
に
よ
っ
て
対
立
を
越
え
る
道

を
探
る
こ
と
を
旨
と
す
る
。
原
発

問
題
は
、
対
立
の
激
し
い
問
題
の

一
つ
で
あ
る
。
当
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
福
島
原
発
事
故
の
翌
年
の

２
０
１
２
年
か
ら
毎
年
、
こ
の
問

題
解
決
の
糸
口
を
探
る
１
泊
２
日

の
集
会
を
開
催
し
て
き
た
。
今
回

は
そ
の
第
７
回
目
で
あ
る
。
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
の
原
発
事
故
も
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故

も
、
日
本
で
は
原
発
を
止
め
よ
う

と
す
る
世
論
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
は
遠
い
国
の
限
ら
れ
た
地

方
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
と
片
づ

け
ら
れ
た
。
日
本
の
フ
ク
シ
マ
で

原
発
事
故
が
起
き
た
時
も
、
そ
れ

は
限
ら
れ
た
地
域
の
出
来
事
で
、

被
害
は
間
も
な
く
収
ま
る
と
片
づ

け
ら
れ
た
。

世
界
的
に
は
、
原
発
は
高
く
つ

く
、
CO₂
の
削
減
に
も
寄
与
し
な

い
、
使
用
済
み
核
燃
料
は
長
年
に
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財団本部
終身会員
神保　正男
神保　信子
中井　博雅
小久保　正
野田　純一
島田　恒
寄付金
武藤　髙司
横野　朝彦
奥田　豊
関東活動センター
賛助会費
伊藤　博子
伊藤　仁子
犬飼　護郎
大川　芙喜子
大鹿　康廣
大橋　祐治
小笠原　公子
戒能　信生
蔭山　淳
河原田　美哉子
古賀　博
島田　治夫
全国教会婦人会連合
高橋　真軌
只野　哲
西浦　昭英
西間木　公孝
根津　建
林　律
星野　宗吾
母の会　真崎みよ子
松浦　茂長
松岡　俊彦
森野　善右衛門
門間　幸枝
山根　誠之
横野　朝彦
吉田　豊
寄付金
石川　憲彦
石橋　光朗
日本基督教団
　市川三本松教会
日本基督教団
　鹿児島加治屋町教会
川北　かおり
小林　義彦
斎藤　宏
在日本韓国ＹＭＣＡ
神保　正男
髙徳　芳忠
髙畑　昭久
中井　博雅
萩原　好子
松本　誠
宮本　旻祐
毛利　亮子
門間　幸枝
横浜雙葉学園
横山　波子
吉崎　聆子
𠮷見　崇一
ワキタ　シンジ
クリスマス寄付金
飯田　庸子
池内　友子

石橋　光朗
伊藤　仁子
大野　朝男・寿子
川北　かおり
河原田　美哉子
日本基督教団経堂緑丘教会
恵泉女学園中高・宗教部
小林　誠治
島田　治夫
神保　正男
園山　鈴江
日本基督教団千代田教会
藤　知佳
中井　博雅
永田　昇
日本聖書神学校学生自治会
林　律
日本基督教団原宿教会
日本基督教団
　ひばりが丘教会
松浦　茂長
水溜　千枝子
吉岡　光人・康子
毛利　亮子
門間　幸枝
無名氏
神学生交流プログラム寄付金
荒井　献
市川　邦雄
浦上　充
大橋　祐治
岡田　春美
戒能　信生
加藤　真規子
川北　かおり
河原田　美哉子
関西学院大学
　神学部後援会
神田　健次
上林　順一郎
古賀　暢子
小久保　正
島田　恒
島田　治夫
神保　正男
日本基督教団須賀川教会
聖公会神学院
学校法人西南学院
関田　寛雄
高柳　允子
竹中　百合子
同志社大学神学部
中井　博雅
日本基督教団長岡京教会
中村　信博
並木　浩一
西間木　公孝
日本聖書神学校
根津　建
農村伝道神学校
萩原　好子
橋口　仁
藤倉　寿美子
母の会　真崎みよ子
松井　直樹
松下　起子
松原　千里
宮本　旻祐
桃井　明男
門間　幸枝

横野　朝彦
横浜雙葉学園
日本基督教団早稲田教会
公益財団法人早稲田奉仕園
関西セミナーハウス
寄付金
株式会社アイウィル
秋元　幸雄
井上　康三郎
岩堀　敬子
上野塗工株式会社
牛尾　宣夫
武田薬品京都農園親睦会
　えんじゅ会
大原　松雄
岡本　仁彦・泰子
奥田　正義
片桐　ユズル
株式会社新経営サービス
株式会社祇園辻利
菊岡　克彦
京都音楽教育の会
株式会社京都スタッフ
小久保　正
西院会
THE AIRS 菅原 直人
柴田　賢司
株式会社柴橋商会
神保　正男
津田　友一
土田　敏正
田中　克郎
鳥井　清司
中井　博雅
弁護士 中田　政義
中村　信博
中村泰洋園 中村 英明
南中会
野嶋　和雄
長谷川　義紘
林　宗一郎
株式会社ビーテック
平井　美枝子
廣田　𠮷久
株式会社藤木工務店
　京都支店
武藤　髙司
森口　維邦子
森口　克洋
山内　博
山崎　満
山田　晴信
ワケンホールディングス
株式会社
関西セミナーハウス活動
センター
賛助会費
相浦　和生
浅川　具美
淺田　凉子
浅野　献一
網野　俊賢
五十嵐　萬里子
糸原　由美子
糸原　良禎
宇井　裕美
上田　圭子
植村　敏子
宇野　稔
浦　晴子

大島　順子
大谷　光真
岡安　茂祐
岡山　孝太郎
織田　雪江
小山　稔・初美
金山　顕子
上條　美代子
川北　かおり
関西青年アシュラム
岸田　晃子
北垣　宗治・景子
北風　照子
喜多村　やよい
木下　壽子
木原　諄二
黒田　睦子
斉藤　洋子
酒井　凉子
桜井　希
佐々木　紘児
佐藤　友紀
佐野　千枝子
島田　誠一
シュペネマン クラウス
白方　誠彌
新宗連大阪事務所
　橋本浩志
陶村　世佳子
菅　恒敏
關岡　一成
髙寺　幸子
高橋　壮二
髙谷　泰市
多木　秀雄
竹中　百合子
橘　俟子
立石　昭三
田中　潤治
田辺　信子
田沼　大典
手銭　秀夫
都木　かおり
徳丸　延子
殿村　元一
鳥井　清司
鳥井　操
中上　和子
長塩　滋子
中西　和樹
中村　信博
奈倉　道隆
鳴海　信子
西岡　裕芳
早川　良彌
林　律
春名　康範
比嘉　美智子
東　千代
平林　喜博
福留　順子
藤井　伸枝
藤倉　寿美子
間瀬　啓允
松岡　蓉子
松田　光代
松本　嘉一
真鍋　裕子
丸山　まり子
三矢　明

南　和子
村上　みか
森　ユキヱ
森口　克洋
八杉　恵
柳井　一朗
柳井　繁彌
山岡　義生
山本　貴之
山本　知恵
山本　貞子
吉中　直子
李　善惠
脇坂　照世
公益財団法人京都ＹＭＣＡ
医療法人 わたなべクリニック
寄付金
網野　俊賢
伊藤　正子
井上　勇一
岩﨑　裕保
宇井　裕美
浦　晴子
榎本　栄次
遠藤　勇
大谷　光真
加山　敬介
河合　良子
川北　かおり
木原　諄二
君村　昌
京都キリスト教協議会（KCC）
黒井　久代
小久保　正
坂本　登
佐々木　紘児
島田　恒
修学院一日アシュラム
高橋　望
髙畑　惠子
武山　泰子
多田出　佳代子
田中　義信
津田　昭二
坪野　えり子
鳥井　清司
中村　信博
根岸　宏邦
長谷川　義紘
早川　良彌
東　千代
日野　多栄子
姫野　眞知夫
匿名
平林　喜博
廣瀬　芳之
福島　和子
藤田　敦子
藤本　和子
細田　和民
堀口　こみち
松野　清美
南　和子
村上　みか
桃山アシュラム
安野　優美
柳井 一朗
山添　みどり
山本　知恵
山本　良昭

米澤　敏子
ワキタ　シンジ
株式会社
　アザーコンチネンツ
日本基督教団希望ヶ丘教会
日本基督教団京都教会
日本基督教団倉敷教会
日本基督教団世光教会
日本基督教団天満教会
日本基督教団長岡京教会
日本基督教団西が丘教会
クリスマス寄付金
井上　明・きみ子
今井　奈都子
小山　稔
杉本　尚司
手銭　秀夫
中西　綾子
藤田　恭子
間瀬　啓允
真鍋　裕子
家形　日出
和田野　勢津子
在日大韓基督教京都教会
日本基督教団平安教会
日本キリスト教会吉田教会
日本基督教団宇治教会
エネルギープログラムな
ど寄付金
阿部　志郎　
開発教育寄付金
織田　雪江
金山　顕子
山本　康夫
特定非営利活動法人
　開発教育協会
もみじまつり寄付金
安藤　信策
飯田　ふみ子
井尻　勤
牛尾　宣夫
株式会社祇園辻利
久保田　展史
匿名
小林　哲夫
佐野　千枝子
島田　恒
株式会社柴橋商会
　京都支店
社会福祉法人修光学園
シュペネマン　クラウス
白方　誠彌
竹中　百合子
都木　弘子
鳥井　清司
中村泰洋園 中村英明
中村　信博
奈倉　道隆
白子　宗令
八田　一郎
八田　尚嘉
ひいらぎ税理士法人
株式会社藤木工務店
　京都支店
松本　圭子
株式会社三原工務店
宮本　桂子
柳井　一朗
山田　幸子
横野　朝彦

2018年度賛助会費・寄付金納入者ご芳名　2018年 4月 1日～ 2019年 3月 31日（順不同・敬称略）
ご支援に感謝申し上げます。
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◆関東活動センター
■2019年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅲ
（昭和篇全 7回）
講　師：	戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第 1回「この国の讃美歌を創った
由木康の生涯と信仰」
日　時：	5月9日（木）14：00～16：00
第 2回「赤岩栄 そのキリスト教批
判と闘いの生涯」
日　時：	6月13日（木）14：00～16：00
会　場：	早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費：	1 回 500 円
■2019年度聖書を読む講座
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第２期）（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	2019年4月～2020年2月（8月
休会）第2火曜18：30～20：00

		  ②5月14日、③6月11日
会　場：	早稲田奉仕園スコットホー

ル 222
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■2019年度 研究会

「さらに豊かな礼拝のために～言葉
を届けるトレーニング」（全 10回）
講　師：	友野 富美子さん（日本キリス

ト教団吉祥寺教会担任教師）
日　時：	2019年5月～2020年3月
		  （8月休会）
		  第3火曜18：00～20：00
		  ①5月21日②6月18日
会　場：	日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費：	1 回 1,200 円
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時：	2019年5月12日、6月9日
		  日曜9：00～15：00 受付
於：関西セミナーハウス
年会費：	4,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2019年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
（全 8回）
座　長：	榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時：	2019年4月～12月（8月除く）
		  第1または第2月曜

		  13：30～16：30
		  ②5月13日、③6月3日
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	1 回 1,500 円 学生 500 円

（抹茶含む）
定　員：	20 名
■2019年度開発教育セミナー
第 1回「開発教育入門セミナー」
日　時：	2019年6月23日（日）
		  10：00～16：30
会　場：	京都市国際交流会館
参加費：	1,000 円
共　催：	京都市国際交流協会
■2019年度修学院フォーラム「福祉」
第１回 ｢映画上映『さとにきたらえ
えやん』とはなしあい～こども・若
者の『居場所』って何？」
講　師：	荘保 共子さん（（特活）こ

どもの里 理事長）
日　時：	2019年6月29日（土）
		  13：30～17：30
共　催：	京都ＹＷＣＡ
会　場：	日本基督教団室町教会
参加費：	1,500円、学生500円（茶菓つき）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2019 年 2 月１日～ 3 月 31 日
� （順不同・敬称略 )

◆関東活動センター 
賛助会費
大鹿　康廣	 3,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
日本基督教団経堂緑丘教会	10,000
日本聖書神学校学生自治会� 3,000
𠮷見　崇一	 1,000
在日本韓国ＹＭＣＡ	 10,000

神学生交流プログラム寄付金
横野　朝彦	 10,000
上林　順一郎	 10,000
関田　寛雄	 60,000
日本基督教団早稲田教会	 50,000
戒能　信生	 130,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
平井美枝子� 3,000
南中会� 3,000

◆関西セミナーハウス活動センター 

賛助会費　
柳井　一朗	 5,000
森口　克洋	 3,000
柳井　一朗	 10,000
北垣　宗治・景子	 5,000
島田　誠一	 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
日本基督教団世光教会	 50,000
武山　泰子	 10,000
日本基督教団平安教会	 5,000
日本基督教団西が丘教会� 6,000
日本基督教団倉敷教会	 5,000
榎本　栄次	 20,000
網野　俊賢	 10,000
金山　顕子	 11,200
村上　みか	 2,760
日本基督教団京都教会	 5,000
日本基督教団宇治教会	 3,000
特定非営利活動法人開発教育協会�10,000

�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

◎関西セミナーハウス
森口明洋、館長、4月1日付で就
任しました。

東 西 南 北

宿泊研修施設

関西セミナーハウス　＜修学院きらら山荘＞

～京都比叡山麓　四季折々の自然に恵まれた、静かな環境～

　＜教会パック ご案内＞　―12名様より―
　修養会などにご利用ください。本年９月末ご利用分まで、
　お一人 9,000 円～（1泊 3食、税込、京都市宿泊税 200円別途）。

ウェブ申込もできます　お問合せ ℡ 075-711-2115(代)


